
第２層における生活支援コーディネーター 
（地域支え合い推進員）の配置について 
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・・・・・ 

「生活支援コーディネーター」 

人材 人材 

１層目 
（市域） 

２層目 
（日常生活圏域） 

3層目 
（各地区コミュニティ単位） 

第６期高齢者保健福祉
計画期間で配置 
（Ｈ２７～２９） 

Ｈ３７（2025） 
までに構築 

介護保険制度運営協議会長  
１名 

（協議体） 
Ｈ２７.６月 
配置済 

■生活支援コーディネーターのイメージ 
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■生活支援コーディネーターの取組 

●４４の全コミュニティに出向き、各地区における福祉活動の 
 状況を把握する。 
 

 ・「居場所」の活動、サービス担い手（地区社協、民生委員、元気を 
  広げる人等）の活動、サービス受け手側（不足するサービス）など 
  の把握 
 

●地域コミュニティ毎に開催している、「地域ケア小会議」に 
 参加し、特に地域課題の解決に関わる。 
 

 ・会議に参加し、地域のネットワークをつくる 
 

●地域の福祉活動が、新しい総合事業における「生活支援サー 
 ビス」などとなるよう働きかける。 
 

 ・お互い様などの互助や住民主体のサービスの担い手の開発 

【資源開発】【ネットワーク構築】【ニーズと取組のマッチング】 


